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0241－62－1248 FAX62－1280 MAIL abedenki2@woody.ocn.ne.jp CATV HP 「たじまケーブルテレビ」 で検索！
★現在コミュニティチャンネルはデジタル 11ch で放

送しています。わからない方はご連絡下さい。

１ＮＨＫ総合

２ＮＨＫ教育

４福島中央

５福島放送

６テレビユー福島

８福島テレビ

11 水曜日午後 7 時より

コミュニティチャンネル

アナログＣＨ

２チャンネルネコ

４スーパーチャンネル

６ガオラ

１０コミュニティチャンネル

10 朝日ニュースター

12 ムービープラス

15 NHK-BS1

16 NHK-BS プレミアム

各地で文化祭行事 盛大に

手芸品や書道、絵画など町の皆さんの作品

が展示され多くのみなさんが鑑賞しまし

た。アイディアが光る！個性的ま華道！お

茶では久しぶりに静かな気分で頂きまし

た。田島写真クラブさん、写真で交流が深

まっています。訪れた方を写真撮影し写真

をプレゼント。高齢者の作品や、各地域の

高齢者学級寿学園の作品からは、楽しさも

伝わってきました。

あたご館では歌のコンサートも開催されま

した。渡部史子さんの独唱のあと、5 人グル

ープの№９の皆さんのステージ！

■11 月 2 日、田島ダム周辺で、第 3 回ひのき駅伝が開催されました。

子どもから大人までスポーツを楽しんでほしいと地域の「ひのきスポー

ツクラブ」が開催。大会には 12 チーム 80 人が参加、地元小学生、南会

津高校スキー部、だいくらのスキーレーシングチームのほか、福島駅伝

中学生、福島駅伝高校生チームなどが参加。大会会場は田島ダム周回コ

ース。1 周１，３ｋｍ。11 月 2 日は、ダムの周りも紅葉真っ盛り。中高

生と大人は合計 7 チームが競います。区間は 5 つに分かれ、1 区と 5 区

はダムの周りを 2 周します。1，3 キロ、速い選手は 4 分 30 秒台で走り

ました。一人で走るマラソンとは違い、タスキをつなぐ駅伝、チーム同

士の選手との絆、団結が力をより一層発揮させます。

会長の星文人氏は、「みんな頑張っています。この大会をもっと多くの人

に知って頂きたい」と話しています。速く走るだけでなく、チームを作

る事の楽しさも味わえる大会のようです。

■11 月 2 日、南会津建設事務所では田島ダム見学会を実施しました。田

島ダムは重力式コンクリートダム、高さ３６ｍ、横幅２００ｍです。駅

伝で走ったのはこの堤の上です。

参加した子供たちは、監視カメラを動かしたり、ダムの地下通路を歩い

たりしながら、観察していました。

2014 年

11月 30日号

11ch 受信設定→ＵＨＦ帯域

→再スキャン。ご自分で設定

できない方は、お電話頂けれ

ば、設定に伺います。

12 月 情報

5 日 町定例議会開会

6 日 18:30～歌舞伎紙芝居上演会 まちなか楽座

14 日 PM 田島小学校歌舞伎公演 御蔵入交流館

１１月１日、町内北下原に特別養護老人ホーム 優雅が完成しました。優雅は、鉄骨

造り２階建、延べ床面積３９９０．４㎡の大きな建物です。特別養護老人ホーム 50 床、

ショートステイ 50 床、デイサービス 30 人が収容できるホームです。ホームの中は廊

下が広く開放的でした。部屋は個室、ベッドと洗面台が設置されています。入口には 1

丁目などの住所がつけられていました。町の通りをイメージしているそうです。ホー

ムの職員は約 60 人、このうち 41 人が南会津町より採用されました。入所は 12 月 1

日から始まります。利用の相談は相談員が対応してく

れるそうです。0241‐64‐5110

介護認定の相談は、町健康福祉課へご相談ください。

11 月 16 日、第 26 回、ふくしま駅伝が開催され、52 の市町村と 7 つの町村で編成した、希望ふくしまを含

む、53 のチームが参加しました。今年の総合優勝はいわき市、町の部の優勝は猪苗代町、村の部は西郷村

でした。南会津町は総合 30 位、町の部では 12位でした。南会津町では選手の関係者など多くの皆さんが応

援に出かけ選手へ声援を送りました。たじま CATV では、南会津町教育委員会職員さんや町議員さんと甲子

道路を通り白河に向かいました。スタートとなる白河カタールスポーツパーク陸上競技場では、それぞれの

市町村が旗を立て、そろいの法被をはおりにぎやかな応援を始めていました。午前 7 時 40 分、いよいよス

タート。競技場を 1 周し、コースへと出ていきました。白河から福島県庁への 95.1km のレースが始まりま

した。追いかけながらの応援。5 分ほど走ると、さっそく渋滞。途中までは最後尾の後を走り、次にコース

をそれ先回りします。郡山市 7 区、先頭のいわき市が通過して 10 分後、一斉スタートとなってしまいまし

た。多くの市町村が一斉にスタート。南会津町応援団、メガホンで「イケー！離れるなー！」と周りが驚く

大きな声で応援。11 区、大玉村では町の部の優勝を目指し、猪苗代町の町長や多くの町民がバスで応援に

駆けつけていました。期待とおり、猪苗代町は町の部トップで通りすぎました。南会津町も順位を上げ頑張

っていました。互いの町や村を応援する爽やかな光景でした。4 号線を北上し、福島市へ。16区の選手が走

る県庁近くの国道で選手を待ちます。昨年優勝した会津若松市の関係者や議会の皆さんと隣同士で応援。南

会津町アンカー、土橋選手もデットヒートを繰り返し走りすぎます。16 区で広野町の選手のお父さんと会

いました。「震災後、昨年は前半のみの参加、今年は初めて 16 区すべての区間で参加できた」と話してくれ

ました。…暖かい応援…、参加する事の大切さも感じた瞬間です。走り終えた選手は充実感でいっぱいの表

情を見せていました。広野監督、大宅町長は共に「今年は初めての選手が多かった。その中でこの成績が残

せた。来年への大きな弾みとなる！」と話していました。選手・関係者の皆さん！お疲れさまでした。感動

をありがとう！

南会津町立桧沢小学校、3～6年生がバイオリンの演奏を体

験しました。体験を行ったのは、昭和音楽大学三谷温准教

授のグループ、アーツスプレット実行委員会。子どもたち

に音楽を通し感動を体験してほしいと実施。

はじめに 3，4年生はストローで笛づくりを行い、簡単に楽

器が作れることと、長さにより音の高さが違うことを体験

しました。バイオリン体験では 40 人全員がバイオリンをさ

わり音を出す体験をました。オーストリアより訪れたバイ

オリニスト ルツ・レスコヴィッツ氏も指導しました。後

半は檜沢中学校の生徒も一緒に、ルツさんのストラディヴ

ァリウスの演奏を鑑賞しました。同日夜、祇園会館でもルツ

さんのコンサートが行われ、多くの皆さんが楽しみました。

下郷町 ステージや作品展示

毎年文化祭で記念撮影


